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研究成果の概要（和文）：　多くの地方では、神楽など伝統的芸能・祭りは衰退傾向にある。しかし、広島では
神楽は、大隆盛している。そこで、広島の神楽がなぜ盛んであるか研究調査した。
　その理由の第一は、広島神楽では、 神楽の舞台、演出、衣装、舞、調子(音楽のテンポ)が、旧舞（旧式神
楽）と異なり新しくなったことである。これらは、神楽におけるイノベーションである。そして、神楽団間のイ
ノベーションの相互取り入れが促進されたことである。第二に、神楽の公演は都市の劇場でのコンテストとなる
ことが多くなったことである。これにより、神楽団の競争が強まった。

研究成果の概要（英文）：　Traditional festivals such as Kagura are declining in many　locals.　
However, the Kagura of Hiroshima is prosperous. So, I studied why Hiroshima's Kagura was 
flourishing.
　In Hiroshima Kagura, the stage, direction, costume, dance, tune (the tempo of music) of Kagura 
became new, unlike the former dance (Old style Kagura). These are innovations in Kagura.　And mutual
 adoption of innovation among the Kagura group was promoted.
　Secondly, the performance of Kagura is more often to be a contest at a theater in the city.The 
Kagura group's competition strengthened.

研究分野： Corporate Strategy,　Organization Theory
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１．研究開始当初の背景 
 高度成長期が終わり 1990 年代頃は、日本
経済も停滞するなかで、地域の活力も弱くな
っており、日本の伝統芸能や祭りも、一般的
に沈滞しており、保存会などが細々と保護や
活動の活性化につとめていた。しかし、伝統
芸能や祭りの担い手は少なく、衰勢を止める
のは難しい状態であった。その中にあって、 
広島の神楽は、2000 年頃から活発化しはじ
め、2010 年にはかなりの盛況をみせて、神
楽甲子園が安芸高田で開催されるようにな
ると」（2011）、中国地方の山地で開催される 
神楽の競演に1000人とか2000人が集まるよ
うになった。都市部の劇場で開催される神楽
の公演には数千円の入場料で劇場を取り巻
く行列ができることもあるほど、隆盛してい
た。 
 そこで、広島の神楽の隆盛をもたらしてい
る要因を明らかにできれば、伝統芸能や祭り
を盛んにし、地域の活性化にいかすことがで
きると考えた。 
 
２．研究の目的 
 そこで、例外的に、隆盛している広島の神
楽を調査研究して、地域の活性化、その担い
手である地域人材の育成に有効な方法を研
究し、日本の多くの地域での「地域資源」を
活用して、地域の発展に役立てることに資す
る「地域資源開発経営学」の構築を行おうと
するのが、この調査研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 神楽や伝統的技能、各地の祭りに関する研
究は大変多い。しかも、緻密で詳細であるも
のが少なくない。しかし、それらの関心は、
地域の活性化、地域人材の育成におかれてい
ないことが多かった。なぜなら、1970 年代末
までは、日本経済が高度経済成長しており、
かつ地方も比較的安定的だったからである。
しかし、経済がグローバル化するなかで、地
方が競争的優位を失い、過疎化がすすむと、
地域の活性化、地域の人材育成に関心を向け
る調査研究が多少とも増えてきた。 
そこで、文献研究を重視する。その上で 
広島の神楽団や、これに関係する官・大
学・小中高校・地域団体の活動について、ア
ンケート、インタビュー調査を行うとともに、
村での神楽団の活動に参加して、神社での舞、
を見る幼児、子供、親、高齢者の感覚を体験
する。神楽甲子園をつくりあげる高校生とア
クションリサーチを行う。さらに、神楽競演
会を調査する。 
さらに、一次は停滞した地方もあるが、停
滞経験地方も含め、愛知で再び盛んになって
きているからくり人形を乗せた山車祭りの
盛衰とそれと地域の経済との関係を取り上
げ、上二つの伝統的芸能・祭りと地域の発展
を比較研究する。 
そして、全国的な地域資源開発経営学会を
組織し、実践的理論の構築を行う。 

 
４．研究成果 
 伝統的神楽は、「旧舞」といわれるが、そ
れが次第に沈滞し、衰微する傾向をみせてい
た。「旧舞」は、神社で行われるものと村の
寄合の場での舞が多かった。 
村の寄合での神楽はしばしば村の人々の
家族挙げての娯楽の会であり社交の場で、飲
み会でもあり、幼児、子供の養育の場であっ
た。子供たちは、神楽の演じられている場で、
自らも舞い、女性に化けた鬼が登場すると、
「それ鬼だよ。気を付けて！」と声をかける。 
地方社会が安定的に持続している間は、今日
「旧舞」といわれるこれらの神楽も盛んであ
った。 
 しかし、経済のグローバル化がするにつれ、
地方社会の競争的優位が低下し、地方の経済
が沈滞し、それにともない人口の都市移動が
多くなった。そのため、地方文化を支えてき
た地方の人材が少なくなった。そのため、伝
統芸能の維持が難しくなった。 
 この状態に変化をもたらしたのが、①神楽
のイノベーションである。それらを取り入れ
た神楽は「新舞」と総称される。伝統的神楽
の衣装は、華麗なものにされ、神楽のストー
リーも演出も、観衆にサプライズを感じさせ
るものになった。それにより、成年男女ばか
りか幼児も、神楽フアンになるものが増えて
きた。とくに、幼児の場合は、ミハイ・チク
セントミハイの「フロー（没入）」の状態に
なることも多く、深夜までの神楽を地域の多
くが楽しむようになった。 
②競争の場：神楽競演大会 
イノベーションが神楽の関心を高めはじ
めると、次々にイノベーションが行われた。 
舞台での「早変わり変面」、蜘蛛の糸などの
小道具も、大サプライズをもたらすものにな
り、フアンを楽しませた。演者は、普段の農
業労働で、日焼けし皺の多い人から、「追っ
かけフアン」を生むほど魅力のある人へと変
わり、メーキャップもプロの指導をうけるこ
とが多くなっている。 
このように、かつては沈滞していた神楽が
数々のイノベーションを導入するようにな
ったのは、多数の神楽団が、一堂に集まって
神楽の優劣を争う競演大会が、神楽団間の競
争を促進したからである。 
そして、各神楽団は、すぐれたイノベーシ
ョンをお互いに取り入れている。 
そして、「旧舞」の神楽団も、「新舞」にイ
ノベーションも取り入れるところも増えて
いる。 
 ③神楽の隆盛は、地域の年配者の権威を回
復し元気にした。 
神楽は伝統芸能であるから、イノベーショ
ンを行うにしても、伝統的な価値、型、きま
りから自由なわけではなく、それらを継承・
発展させるなかで、イノベーションを行い、
観衆の支持を獲得することになる。 
このとき、地域で神楽を担ってきた人々の、



多くは年配者の指導をうけることは不可欠
である。 
この時、地域の年配者に、地域で活躍する
場ができている。 
④からくりを乗せた山車祭りと愛知の高い
経済力 
 時間不足のため、文献研究が主となったが、 
地域資源開発経営学構築にむけて明らかに
なったことの概要は以下の通りである。 
 全国４７都道府県のなかで愛知県の工業
出荷額は 43.0 兆円で、２位の神奈川県（17.4
兆円）３位の静岡県(15.8 兆円：なお大阪府
この年15.6兆円で４位である)の２位３位合
計 33.2 兆円より 9.8 兆円多い抜群の１位に
なっている（工業統計 2016 年公表）。これに
は、愛知ではイノベーション志向が強く、競
争が激しい文化があることが大きく効いて
いる。 
このイノベーション好きは、愛知では、農
業にもあらわれており、農業生産においても
全国６位になっている。 
 愛知で、イノベーション志向が強くなった
理由、競争が激しくなった理由については、
かなり古い時代までさかのぼる必要があり、
もっと調査研究が必要であるが、地域資源開
発経営学構築にとって大変重要である。 
 ⑤地域資源開発経営学 
地域の伝統的芸能を地域の資源ととらえ、
それを開発し、いかすことで、沈滞を打破し、
地域人材を育成し、地域の発展させる「地域
資源開発経営学」を構築することを目指して
きた。 
愛知県知多半島には、東海市を含め、５市
５町があるが、東海市の工業出荷額は、この
なかで卓抜した１位であり、海岸線に大工業
地帯が展開しているが、工場地帯は３重のグ
リーンベルトで住宅や田畑丘陵と隔てられ
ており、各工場も樹木で取り囲まれていてい
るほか、煙突から排出するガスも集塵済みの
水蒸気であり、地域の空気の清澄度は高く、
夜は空に星が輝き、キジや昆虫が豊富でメダ
カもいる。そして、東海市の住みよさは全国
で全 813 の都市のなかで、19 位である（東洋
経済社調査 2016 年）。 
また、2000 年ごろは山車祭りも元気ではな
かったが、最近は盛んになっている。 
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